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第２４回中四国サミット議事録 

 

日時：平成２６年９月３日（水）14:00～15:35 

場所：徳島グランヴィリオホテル「サファイア」 

 

○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 本日は、お忙しいところお集まり頂きまして、まことにありがとうございます。ただい

まから、第 24 回中四国サミットを開催致します。私は本日、司会を務めさせて頂きま

す、徳島県政策創造部長の妹尾でございます。どうぞよろしくお願い申し上げます。まず

はじめに、開催県であります徳島県の飯泉知事からご挨拶を申し上げます。 

 

○飯泉徳島県知事 

 第 24 回中四国サミットを徳島で開催させて頂きましたところ、中四国各県の知事様

方、また、中経連の山下会長さん、そして四経連の常盤会長さん、ようこそ徳島におこし

頂きました。心から歓迎申し上げたいと存じます。 

 また、この日曜日には浜田知事さんには再選をされ、本当におめでとうございました。

心からお慶び申し上げたいと思います。 

 また、この度の集中豪雨によりまして、未曾有の被害を被っておられます広島県の皆様

方、心から亡くなられた皆様方にお悔やみと、そして広島県はもとよりでありますが、８

月豪雨災害で被災を受けられた皆様方に、心からお見舞いを申し上げたいと思います。本

当に大変でございます、ご苦労さまでございます。 

 さて、徳島での中四国サミットの開催は、実は 11 年ぶりであります。平成 15 年に開催

させて頂きました。当時、私も知事になりたてということで、そうやって見ますと顔ぶれ

が、本当に変わられたなと、時がたつのが速いのを実感させられるところであります。 

 そうした中、国におきましては、ちょうど今日が組閣ということになっておりまして、

改造安部内閣、新しく船出となったところでありますが、ちょうどその日に、中四国サミ

ットが開かれる、これもひとつの奇縁ではないのかな、このように思うところでもありま

す。 

 といいますのも、実は皆様方にご協力を頂きまして、あの高すぎる本四高速の料金が、

今年の４月から全国共通料金の仲間入りをする。また、ちょうど今年は、あの瀬戸内海が

日本で最初に国立公園に指定をされて、ちょうど 80 周年を迎えることとなりました。ま

たそうなると、空海さん、弘法大師も応援してくれるということで、四国霊場八十八箇所

は開創 1200 年となるところであり、まさに中国、四国においてはエポックメイクの年と

なっているところであります。 

 こうした中、日本全体をすこし見てみますと、つい先般でありますが、日本創成会議か

ら 40 歳未満の女性の皆さん、特に 20 代、30 代の女性の皆さん方の 2040 年における人口

推計が出されました。 

 全国の市区町村の約半分が消滅してしまうのではないか、こうした危惧が出され、そし

て今では、日本全体で人口減少問題に、まさに正面から取り組まなければいけない。我々
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全国知事会におきましても、非常事態宣言を先の佐賀県での全国知事会議で取りまとめさ

せて頂いたところであります。ようやく国が人口減少問題に正面から取り組む。 

 また、地方重視ということで、今月には「まち・ひと・しごと創生本部」がいよいよ立

ち上げになる。先般、決められました平成 27 年度の概算要求基準におきましても、地方

活性化、人口減少対策に４兆円の特別枠を設ける。いわば我々地方にとっては、大きなピ

ンチであるわけでありますが、ここが逆にいうと大きなチャンスになりうる可能性もあ

る。 

 特に人口減少問題につきましては、中国、四国は限界集落、この概念が打ち出された時

に、１番比率が高かったのが四国、２番目に高かったのが中国ということでありまして、

中四国にとってみますと、この人口減少問題は長らく取り組んできた課題だけに、今こそ

中四国のこれまでの取り組みと、そしてこれまで対策を行ってきた知恵を活かし、日本の

この人口減少問題を解決する処方箋を打ち出す、大きな、逆にいうとチャンスに恵まれた

のではないか、このようにも思うところであります。 

今回の中四国サミットが、まさに日本のこれからの大きな方向性を打ち出す、大変意義

あるものとなりますように、是非、大所高所からのご提案ご提言を賜りますよう、心から

お願い申し上げまして、まず開会にあたりましての歓迎のご挨拶とさせて頂きます。本日

はどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 ありがとうございました。本日ご出席の山口県、村岡知事様におかれましては、本年２

月にご就任され、当サミットに初めてご出席を頂いておりますので、ご挨拶を頂戴頂けれ

ばと思います。どうぞ、よろしくお願い致します。 

 

○村岡山口県知事 

 こんにちは。この度初めて参加させて頂きます、山口県知事の村岡嗣政と申します。

今、飯泉知事からもお話がありましたとおりですね、山口県、非常に人口減少が厳しい中

で、県内各地でもなんとかこの人口減少、そして若者の流出をなんとかしなければいけな

いと大変強い思いが溢れております。しっかりと、今日の場でいい議論をさせて頂きなが

ら、山口県がさらに活性化するように全力で頑張っていきたいと思っております。どう

ぞ、よろしくお願いします。 

 

○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 ありがとうございました。本来ですと本日ご出席の皆様方をご紹介すべきところではご

ざいますが、時間も限られておりますので申し訳ございませんが、お手元の出席者名簿に

よりましてご紹介に代えさせて頂きたいと思います。 

 次に議長の選出でございますが、当サミットの議長は慣例によりまして、開催県の知事

が務めることとなっておりますので、飯泉知事が会議の進行を務めることと致したいと存

じますが、よろしいでしょうか。 

 

  （「異議なし」の声） 
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○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 ありがとうございます。それでは飯泉知事よろしくお願い致します。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 それでは、早速ですが議事に入らせて頂きます。皆様方円滑な議事進行にご協力方、ど

うぞよろしくお願い致します。本日の予定を少し申し上げたいと存じます。本日は午後 3

時 40 分までにこの場における、出来れば議論を終えさせて頂きまして、その後に共同記

者会見を行い、午後 4 時には終了とさせて頂ければと思いますので、どうぞよろしくお願

い致します。 

 それでは、まず、テーマ１、防災減災対策の強化についてであります。去る 8 月 20 日

未明、広島県におきまして、大規模な土砂災害が発生し、多くの尊い命が失われることと

なりました。さらに 8 月の上旬から中旬にかけましては、本県や山口県そして高知県な

ど、まさに中四国地域では台風に伴う豪雨に見舞われ、大きな被害が発生したところであ

ります。このため中四国サミットといたしまして、急遽、平成 26 年 8 月豪雨災害に関す

る支援等についてアピール文を作成することと致したいと存じます。そこで私からまず、

アピールの趣旨あるいは概要につきまして、ご説明申し上げたいと存じますので、アピー

ル文、よろしければご覧を頂ればと思います。 

 まず、中四国では、台風 12 号そして 11 号、さらには 8 月 19 日からの豪雨によりまし

て、観測史上まれにみる大雨に繰り返し見舞われたということ。この豪雨によりまして広

島県、山口県、徳島県そして高知県を中心に死傷者の発生、建物の損壊・浸水、道路・河

川などの公共施設の被災など、甚大な被害をもたらしたこと。災害復旧制度を適用致しま

して、災害復旧事業の迅速な推進や事前防災・減災対策の充実を図り、しなやかで復元力

の強い国土と安全安心な地域を作り上げていく必要が今まさにあるということ。 

 このため、政府に対し、激甚災害への指定、災害復旧事業や災害関連事業の早期採択、

特に災害査定の迅速化、簡素化、災害救助法の適用拡大と支援内容の充実などを求める内

容とさせて頂いております。 

 また、事前防災・減災対策に対する充実といたしまして、道路、河川などの防災・減災

対策に対する予算の増額、土砂災害警戒区域などの指定の推進などを、あわせて求めるも

のであります。それではこのアピールにつきまして、特に今回被害の大きかった広島県を

代表して頂きまして中下副知事さんからご発言頂きたいと思います。 

 

○中下広島県副知事 

 はじめに今回の豪雨災害に対しまして、多大なご支援を頂きましたことについてこの場

をお借り致しまして、お礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 

 本県におきましては、とりわけ３点について申しあげたいと思います。１点目は災害復

旧事業等の関係でございます。災害によりまして被害を受けた施設の速やかな復旧はもち

ろんのことではございますけども、再度災害の防止に向け砂防施設などの災害関連事業の

早期実施も重要となることから、これらについても早期採択等を要望したいということで

ございます。 
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 ２点目におきましては、災害救助法の関係でございます。今回の災害において、避難所

における心身のケアにおきまして５つの対応を致しました。１つは医療救護班、２つ目は

こども支援チーム、３つ目が精神医療分野のＤＰＡＴ、これは今回、初めてでございま

す。４つ目がリハビリテーション、５つ目が口腔ケアの分野で活動致しました。ＤＰＡ

Ｔ、こども支援、リハビリテーションに関しましては、財政支援の対象となっておりませ

んので、ぜひともこれを対象にして頂きたいということでございます。 

 ３点目は、土砂災害警戒区域等の関係でございます。今回の災害をふまえまして、警戒

区域の指定推進に加えまして、住民自身が住居の危険度の確認や危険度を察知した場合

に、適切な行動をとることができるよう、ハザードマップ等の活用や防災訓練などを通じ

て、防災意識を高めるなどソフト施策の充実も必要でございます。これらの取り組みが有

効に行える仕組みを構築するとともに、これに要する費用の助成や基準財政需要額への参

入などの支援も要望したい。以上３点でございます。 

 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 どうもありがとうございました。 

 どれも今回の緊急アピールの主軸をなすものとなっております。それでは皆様方からも

ご意見を賜りたいと思います。いかがでしょうか。 

 

 よろしゅうございますか。はい、それでは皆様方にお諮り致したいと存じます。この急

遽、提案させて頂きましたアピール文につきましては、原案どおり承認といたしてよろし

ゅうございますか。 

 

  （「異議なし」の声） 

 

 ありがとうございました。 

 それでは今、広島県からもお話がありましたように、なるべく早く対応を求める必要が

ございますので、近日中に、上京させて頂きまして、本アピールについて政府にしっかり

と提案して参りたいと考えておりますので、どうぞよろしくお願い申し上げたいと存じま

す。 

 はい、どうぞ、平井知事さん。 

 

○平井鳥取県知事 

 今のこのアピール文については、全面的に賛成をさせて頂いております。今日は常盤会

長、山下会長にもお越し頂き、この四国サミットが徳島で開かれていること、飯泉知事に

も感謝を申し上げたいと思いますし、浜田知事にもご当選のお祝いを申し上げたいと思い

ます。 

 そのアピール文を説明する際に留意して頂きたいと思いますのは、このアピール文の最

後のところにですね、今後の観測の問題がございます。これについては、ＸバンドＭＰレ

ーダという高精細な観測資材を投入すると。国交省の方で方針が出されたところでありま
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すけれども、ただ残念ながら、四国の大半と山陰はその対象から外れている状況になって

おりまして、やはり災害、この度の集中豪雨のような災害が起こることを考えますと、精

細なメッシュでの観測態勢を国が作るように、ぜひ強くその辺をアピールの趣旨として述

べて頂ければありがたいなと思います。 

 また、今回の集中豪雨で広島で災害が起きた、そのひとつの教訓としては、早めにやは

り情報を整理して、早い段階で住民の皆さんが逃げられるような、そういう体制をとるべ

きではなかったかということであります。現在の予報のシステムとしては、アメダス等に

よりまして、６時間後までの予報を出すというところでありますが、もっと半日前とかそ

うしたタイミングで出来ないものかどうか。また国の方でもバックビルディング現象が起

きる、そういう最近の集中豪雨型の災害に対して、入道雲の発生状況の予測システムを高

めるべきという政府内での議論も始まっているということも聞いております。趣旨をよく

ご説明頂きましてアピール行動して頂ければと思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 どうもありがとうございました。 

 まさにタイムリーなお話を頂いたところでありまして、国交省の関係となりますので、

その点については、しっかりと国交省にも申し伝えたいと考えております。 

 それでは、せっかくでありますので、このアピール以外の防災・減災対策の強化につい

て、ご意見を頂きたいと思います。今、ちょうど平井知事さんからもご発言頂いたところ

でありますが、鳥取県からは中四国における大規模災害に備えた官民の連携、そして、高

知県からは国土強靭化地域計画の策定・推進についてのご提案がエントリーされておりま

すので、まず平井知事さんからお願いしたいと存じます。 

 

○平井鳥取県知事 

 度々失礼致しました。この度の徳島での豪雨災害、８月にございましてお見舞いを申し

上げたいと思いますが、その際、かねて中四国でカウンターパートで助けようではないか

と、グルーピングをし、それに基づき鳥取県の方で今回支援をさせて頂いたわけでござい

ます。 

 徳島県とは、平成 23 年に大幅にバージョンアップしました連携協定を結んでおります

が、それをさらに、社協、県の社会福祉協議会、また生活協同組合、さらに商工団体の中

央会、中小企業団体中央会の方であるとか、また市長会、町村会、そういったレベルまで

それぞれの協定を結ぶようにさせて頂いておりまして、ボランティアの救援隊もこの度の

災害で初めてこの協定に基づいて徳島へ向かうこととなりました。このようなきめの細か

いカウンターパート制度をみんなで率先してやってみたらどうかと考えております。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 どうもありがとうございました。ただいまのカウンターパートの話、さらに加えますと

カウンターパートを結んで以来、鳥取県と徳島県では、お互いに防災関係職員を常駐で交

換させて頂いておりまして、各部隊が入ってくる時には、そうした皆さん方が知り、顔の

見える関係という形で、今回も大変ご支援を頂いたところであります。改めてありがとう
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ございました。 

 それでは、尾﨑知事さんよろしくお願い致します。 

 

○尾﨑高知県知事 

 今、平井知事が言われました、民民連携というのは非常に重要だと思います。ぜひ高知

でも進めさせて頂きたいと思います。 

 先ほどの豪雨災害で、本県に対しましても、様々なお見舞いを頂きますとか、温かいお

言葉をかけて頂きますとか、色々ご心配を頂きまして、心からお礼申し上げたいとそのよ

うに思います。 

 国土強靭化地域計画の策定・推進に関して、お話をさせて頂きたいと思います。国土強

靭化基本法、さらには南海トラフ地震対策特別措置法、これら一連の法律が出来上がりま

して、徐々にですね、国におきましても国全体としての防災計画の強化が図られてきてお

ります。 

 その中において、各地方に対しても国土強靭化地域計画の策定、こちらが求められてき

ている状況にあるわけでございます。こちらの地域計画作り、やはり地方として率先して

取り組んでいき、やるべきことをしっかりやり、そしてあわせて国に対して主張すべきを

主張すると、そういうことでやっていくことが大事かと思います。 

 ぜひとも、この地域計画策定に本県としても熱心に取り組んで参りたいとそのように考

えておるところです。そういう中で、この地域計画の策定にあたって非常に意義深いこと

はおそらくこういうことではないかと思われることがあります。といいますのは、地域計

画の策定をすると、単県で出来ることと、出来ないこと、おそらくこれが非常にクリアに

なってくるだろうと思います。そして単県で出来ないことの中に、国に協力を求めなけれ

ばならないこと、近隣県で協力をしていかなければならないこと、さらにいえばこの中四

国レベルで協力していかなければならないこと、それぞれの県でですね、見えてくること

になるだろう、そのように思っておるところであります。 

 国土強靭化地域計画を作っていく過程で協力しましょうという事項を出し合って、お互

いで協力体制を作っていく。そしてまた国に対して、もっと訴えていくことについては、

共同で国に訴えていく。そういうことが非常に重要ではないのかと思います。これを作っ

ていく過程でぜひともこの中四国の各県そして政財界の皆さま方とも連携させて頂きなが

らの取り組みをして頂きたいと思いますので、またよろしくお願い申し上げます。 

 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。 

 それではお二人の知事さんから出されましたこのテーマにつきまして、皆さん方からも

意見を頂ければと思います。いかがでしょうか。 

 はい、山下会長さんお願い致します。 

 

○山下中国経済連合会会長 

 平井知事の方から話がでた、最初の話について、ちょっと補足といいますか、私どもの
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考えを述べさせて頂きたいと思います。この度の豪雨に関しまして、26 年 8 月豪雨とい

う言い方をされておりますが、近年中国地方にはこれに似た豪雨というのが多発をいたし

ております。今では台風というのは予測可能だし、それから地震というのは予測可能でな

いけども、予兆もないけども大規模だと。この度の豪雨は、局所集中被害甚大というよう

な、我々が今まで積み重ねてきた、知見に基づく防災対策、情報収集とは少し違ってると

ころに、起こってきている気が致します。中国経済連合会としても、地方整備局と色々交

渉、色々なことをやってきておるんですが、その中でですね、こういう災害に対する色々

な情報収集から復興、あるいはボランティアのあり方、防災・減災対策をはじめ課題をで

すね抽出をして提言をしていきたいというふうに思っておりますので、よろしくお願い致

します。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございます。 

 確かに仰るように、昨年も山口県で大きな豪雨があり、この時も鳥取県と徳島県はカウ

ンターパートでしたので、山口県を両方で応援をするということもさせて頂きましたし、

昨今では確かに予測以外の大変厳しい集中豪雨がありますので、今仰った点については、

大変重要なことだと思います。 

 ほか、いかがでしょうか。常盤会長さん。 

 

○常盤四国経済連合会会長 

 カウンターパートの組み合わせについて、今は、香川県と岡山県、愛媛県と広島県がカ

ウンターパートになっており、同じ事象で両方に被害がある場合も想定されます。 

 状況に応じた体制が中四国で随時取れるようにしておけば、より効果的な応援ができる

と思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。大変、有意な貴重な提案がございましたが、知事さん方でいかがでしょうか。 

 はい、平井知事さん。 

 

○平井鳥取県知事 

 実は、中国地方では、この度中国地方知事会の方で、防災での広域応援をやろうという

ことで今回も広島に対して色々とアプローチをさせて頂いたところであります。 

 ですからいざという時は、その災害の状況によりまして、そういう広域応援のスキーム

を中国地方で考えているところであります。あと、もともと消防のシステムの中では、ぐ

るぐるまわすような応援の順位がついていまして、例えば岡山が被災すれば広島、広島が

被災するときには山口、わたしどもは島根に応援にいくとかですね、そういう別の順位も

ついています。そのへんを臨機応変にやっていく体制が必要であります。 

 カウンターパートはすぐにでも動けるように、お互いを普段から熟知しておいて、例え

ばヘリコプター飛ばすにしても、地形がわからないとすぐに救助活動はできませんから、

普段から例えば我々、徳島県と 24 年度、25 年度と共同訓練をやっています。そういうこ
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とで普段仲良くしているパートナーを作っておくこととあわせまして、中国地方でいえ

ば、５県の連携を一元的にやって、支援にまわると、このようなこともあわせてするよう

にいたしております。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、伊原木知事さん。 

 

○伊原木岡山県知事 

 ひと言だけ。常盤会長に言われた視点は大変重要だと思っております。 

 リスクのタイプが違うところと協力し合うというのは、お互いにとって有効でありまし

て、実は岡山と広島はリスクのタイプがやはり似ているところがございます。香川県とも

そこまで近くなくても近いところがございます。鳥取県とはずいぶん違うリスクのタイプ

を持っていますので、我々鳥取県さんと色々協力するということは、お互いにとってもい

いかなと思っております。 

 そういった観点は、ぜひ我々が防災に協力する際にも考えていきたいと思っておりま

す。ありがとうございます。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 どうもありがとうございました。 

 ということで。今、両経済団体連合会の会長さんからお話のあった点については、我

々、まず第１のカウンターパート、これを作っているわけなんですが、じゃあ、そこ同士

がやられてしまった、お互い助け合う同士がやられてしまった、例えば岡山県と香川県が

同時被災を受けたといった場合には、他のカウンターパートから応援をしていくいう形が

やはり必要になる。 

 今、一次的なカウンターパートを決めたわけですが、今回の色んな事象をみてみます

と、二次的なカウンターパート、もちろん四国は四国知事会で、また中国は中国知事会で

あるんですが、今新たな、それぞれの組み合わせでのカウンターパート。 

 今回、鳥取県からの要請を受けて、鳥取県のカウンターパートである徳島県が組んで、

広島県に入ると、こういった新しい形、複層的に行う、こうしたものを、是非これを機会

にして、ここは、尾﨑知事さんから話があった、ちょうど今、国土強靭化の地域計画を作

る段階になっておりますから、各カウンターパートでそうした点も含めて書き込むという

のが新たな基軸、また全国のモデルになるかと思いますので、ここの点は、また尾﨑知事

さんからも色々知恵出しをお願いしたいと思います。 

 それでは皆様方、よろしゅうございましょうか。今頂きましたように、今、一次的なカ

ウンターパートは定められているところではありますが、まずそこでの顔の見える関係、

官民ともにと。 

 さらには、そこのカウンターパート同士が同時被災を受けた場合には、それ以外のカウ

ンターパートが応援するという、新たな二次的なカウンターパートもこの中四国で、全国

のモデルとして、そして、こうしたものを、この国土強靭化地域計画の中に書き込んでい

くと、こうした点について今後進めていければと思いますので、その方向でよろしゅうご
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ざいましょうか。 

 

  （「はい」という声） 

 

 ありがとうございました。 

 それでは全国のモデルとなる国土強靭化地域計画に取り組めればと思います。よろしく

お願い致します。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 それでは次に、高速交通ネットワークの整備促進に移りたいと存じます。 

 こちらにつきましても、共同アピールを行わせて頂ければと考えておりますので、まず

私から、その趣旨、内容についてお話を申し上げたいと思います。 

 現在、国におきましては、地方創生そして人口減少の克服、国民の安全・安心の確保、

そして成長戦略の具体化などに着実に取り組む方針が示されているところであります。 

 「コンパクト＋ネットワーク」の考え方に代表されます、東京への一極集中に歯止めを

かけ、地方の活性化を図る取り組みには、やはり高速交通ネットワーク、これが重要な役

割りを果たすものであります。 

 また、今回の８月豪雨におきましては、大規模災害時における緊急輸送道路や代替道路

としての機能など「命の道」としても重要な高速道路などの早期整備の必要性が、改めて

強く認識されたところであります。 

 そこで、中四国地方におきまして多数存在する高速道路などのミッシングリンク、この

整備促進がとても必要、重要になるところであります。 

 さらに今後の大規模災害に対応できる、多軸型の国土構造への転換を図るためには、高

速鉄道網の整備に向けた取り組みを進める必要があります。 

 すでに高速交通のインフラが整っている地域との格差を解消し「地方創生」を図るため

には、高速交通ネットワークの整備と利活用がまさに不可欠であることから、その整備促

進について、強く国に求めるものであります。 

 それではこのテーマにつきまして、ご意見を頂ればと思います。いかがでしょうか。 

 それではまず、村岡知事さん。２番目に小林副知事さん。 

 

○村岡山口県知事 

 ミッシングリンクの解消、非常に重要であると思っております。山口県でも山陰道の整

備、これがまだ８割が未着手であるという状況であります。特に観光や産業面で非常に重

要であるんですけれども、先ほどの話とも関係しますが災害との関係で、今年も県東部の

岩国で災害がありましたが、昨年の７月にも大雨による豪雨災害がありまして、各県の皆

様方に多大なご協力、お力添えを頂きました。そうした中で幹線道路が通行止めになって

しまいまして、住民生活に非常に支障が生じました。 

 本当にそうした意味では、去年の災害、今年の災害を含めですね、大きな道路の通行が

できなくなったということで道路の必要性が、県の中でも整備を求める声が大きくなって

きておりますし、とても必要だということが痛感されております。 
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 ですから、災害が今多くなっているところも踏まえてですね、ぜひこの幹線道路の整備

を力強く訴えていく必要があると思っています。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。それでは小林副知事さん。 

 

○小林島根県副知事 

 尾道松江線が来年春には全線開通するということで、山陰から山陽方面また四国方面と

の交流が、一層促進するのではないかと大きく期待しております。一方で、島根県内の山

陰道の供用率はまだ５割にも至っておりません。 

 島根県は昨年、観光客の入り込み数が過去最大でした。出雲大社さんの大遷宮が、ひと

つの大きな支えであったのですが、もうひとつの大きな支えは松江尾道線が松江から中国

道までつながったことで、実はこれが大きく役立ったと分析しております。このように、

観光など地域の振興に高速道路の果たす役割は非常に高いと私どもは改めて実感したとこ

ろです。高速道路のミッシングリンクは、早期に解消すべきだと思っております。 

 ところで、ETC 割引の縮小により、人や物の交流に支障が出ているところがございま

す。ここにもありますが、鉄道や航空路線など、高速交通網の整備が遅れており、高速道

路への依存が極めて高い地域においては、その影響が非常に顕著に出ているところがあり

ます。地域によっては観光客の入り込み数が随分落ちているところがございます。したが

って ETC 割引は、全国一律ではなく、地域の実情に応じた割引制度が構築できないのかと

いうふうに考えております。以上です。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。それでは上甲特別参与さん。 

 

○上甲愛媛県特別参与 

 愛媛県は、四国８の字ネットワークのつまり愛媛県の内海から高知県の宿毛、しまなみ

海道から入ってきた際の今治小松自動車道、それと九州から入る際の八幡浜・大洲の３つ

のミッシングリンクルートを抱えております。 

 防災減災対策はもちろんなんですが、先般県境地帯で企業誘致の関係で案件募集する時

に、人口減少とか、そういうことを踏まえて、あるいは働く人たちのことも考えますと、

県内だけでは人集めができないという問題がでてきておりまして、例えば、本県南予地

域、高知県であれば宿毛地域で工場誘致するにしても高速道路等によって結ばれて、お互

いが人材を供給し合わないと、地域活性化も企業誘致もできないような状況になりつつあ

るということがございます。そういう側面からもミッシングリンク、特に高速道路網の８

の字ネットワークの整備というのが非常に大事であるというふうに思っておりますので、

そういう点も踏まえて、さらに強く国に要求して頂ければ、ありがたいと思っています。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。平井知事さん。 



 - 11 -

 

○平井鳥取県知事 

 今の各県のお話にまったく賛同するものであります。 

 日本海側の方でいきますと、この度若狭舞鶴道が開通しまして 620 キロにわたり、京都

府の宮津から新潟県の村上まで、長大な高速道路が接続しました。 

 しかしながら日本海側の方では山陰近畿道や山陰道など、まだ供用率が４割をきる３割

をきるというところがずっとありまして、このような状態ではなかなか「地方創生」もま

まならないことになると思います。 

 同じような状況が四国の南側の方とかですね、今、上甲愛媛県特別参与が仰るあたりだ

とか、中四国には数多く取り残されておりまして、一致結束をしてミッシングリンクを接

続するように求めるべきであります。この度の概算要求で一応の要求は入っております

が、日本創生の特別枠にだいぶん食い込んで要求がなされてまして、現実にミッシングリ

ンクの接続にまわるかどうかは、なお不透明でありますので、力を合わせて求めていく必

要があると思います。 

 また、鉄道の方もですね、これも道路と同じように、やはりこの度は北陸新幹線の開通

がいよいよ目の前にせまってきました。かつて九州新幹線が開通をしたときを思い起こし

て頂ければ、地域振興としてはそういう地域に視点が集中する可能性がございます。中

国、四国も同じように新幹線の計画だけでとまっているところがございまして、高速鉄道

に向けて、これも一致協力をして、この地域における鉄道の検討を国に求めるべきだと思

います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事 

 四国の南側、高知県でございます。 

 本当にですね、ミッシングリンクが数多くまだ残っている県でありまして、かつミッシ

ングリンクが残っている地域こそ津波予測が非常に高い地域であります。ぜひとも早期に

このミッシングリンクの解消をして頂きたいとそのように考えておるところです。その中

でもですね、やはり急いで頂きたいなあと思いますのは、計画段階評価これはまだ未実施

の部分があるわけでありますが、この早期の実施をということをぜひ求めていきたいとそ

のように考えております。 

 高速道路が将来できあがりますとこれが防災のための要となる施設ということになって

参ります。例えばインターチェンジがどこにできるか、さらにはどこを高速道路が通る

か、それを基軸として、地域の防災体制というのを作り上げていくと、いうことになるわ

けでございまして、計画段階評価がなされていませんと、その基軸の部分がですね、まだ

定まらずということになるわけでありまして、そういう点からも、とにかく計画段階評価

未実施のところについて急いでやってもらって、概ねの姿を見せてもらって、そして次の

防災対策につなげていくと、そいう流れをぜひ作らせてもらいたいとそのように思いま

す。 
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○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。浜田知事さん。 

 

○浜田香川県知事 

 私も、高速道路の防災上の効果は大きいものがあると思ってまして、その観点でミッシ

ングリンクももちろんですけども、暫定二車線では防災上の効果は限られてしまうので、

早急な四車線化を進めていくべきだと思います。 

 平井知事が仰った高速鉄道網について、全国新幹線網という議論の中で、中国地方の山

陽新幹線は早くからありますけれども、四国へのアクセスということが空白のまま、計画

はあるけれども、四国新幹線、四国横断新幹線ともに足踏みをしたままということで、国

土軸ということ、またリダンダンシー等、知事会のグランドデザイン構想会議でいろいろ

議論したことを、もうちょっと前に進めていくということが全体として国において取り上

げてもらわないと、いつまでもこういう不均衡な状態というのは、道路にしても鉄道にし

ても解消されるべきだと思っております。以上です。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。ほとんどの皆さま方からご発言がありましたように、

いかにミッシングリンクの解消、そしてその料金問題、さらには高速鉄道網ですね、この

必要性、またこうしたものについては、平時、災害時ともに考えていかなければいけな

い、大変重要なもの、どちらかというと昨今では、いざ発生となったときに、ミッシング

リンクがいかに有効なのかと、こうしたご意見が強かったのではないかと、このようにも

思います。それでは皆様方の思いのこもりました今回のこのアピール文について、お諮り

したいと存じます。原案どおり承認してよろしゅうございましょうか。 

 

  （「異議なし」の声） 

 

 ありがとうございました。この思いをしっかりと汲み、そして「地方創生」、このアピ

ールなければ成り立たない、ということを中四国から強く発信して参りたいと思います。 

 ありがとうございました。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 それでは次に、３番目の人口減少問題への対応に移りたいと存じます。まず香川県から

人口減少問題について、そして高知県からは少子化対策について、ご提案を頂いておりま

すので、まず浜田知事さんお願い致します。 

 

○浜田香川県知事 

 この提案の趣旨ということでございますけども、ご覧のとおりのような推計といいます

か、試算が出ておりますけれども総務省は、こうした人口推計によると 37 の道府県で

は、平成 24 年 10 月から平成 25 年 9 月という区切りにおいて、人口の自然増減そして社
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会増減ともにマイナスであると、特に社会増減については、プラスになっているところ

が、大都市部だということ、また人口動態統計によると、合計特殊出生率が 1.43 という

ことで、若干上昇しておりますけどもこれは計算上の話で実際は、女性人口が減少してい

るので、出生数そのものは過去最小ということで、自然減にもなっているということなの

ですが、「選択する未来」委員会ですとか、冒頭、飯泉知事から指摘もあった、消滅市町

村の議論を提起されたような、ああいう議論がようやく国全体として本気になってきたよ

うに思います。私自身は特に人口の社会増減について、日本全体の中で非常にアンバラン

スであると思っています。せっかくの子育て環境に優れている、中国四国地方からどんど

ん大都市部に吸収されてしまって、その大都市部で出生率が低いというのは極めて悪循環

でもありますし、日本全体で本当に消滅するような地域が出てくれば、都市部もなりたっ

ていかない、国そのものの問題だと思います。尾﨑知事が去年から、一生懸命予算要望に

も取り組んでいただきましたけれども、地方から大都市への人口の流出に歯止めをかける

という点も、ぜひ中四国９県で連携して取り組む必要があるのではないかと、このように

思っております。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。それでは尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事 

 この人口減少問題についてはですね、全国知事会でも非常事態宣言を発出をして、もう

本気で取り組んでいこうということで今取り組みを進めています。平井知事をリーダーと

する「子育て同盟」もありましてね、ほんとに色んな多層的にそれぞれの皆さんがこの問

題に熱心に取り組もうとしてきているところです。 

 今、浜田知事もいわれましたように、そういう中、政府においてもですね、去年少子化

対策で色々政策提言をもってまわったときと今年では全然反応が違うといいますか、ある

意味本当に政府としても本気でこの問題に取り組もうとしておられるということを非常に

強く感じておりました。今もうラストチャンスとしてぜひこれを具体的な対策そして成果

を上げるということにつなげていくべき時だとそのように考える次第です。 

 そういう中で政策提言をしていく中で、少しだけやはり懸念される点というのがござい

ます。この少子化対策そして人口減少問題について、若干いわゆる都会目線でですね対策

が講じられることとなるのではないかという懸念であります。最たるものが地方拠点都市

構想といわれるものでありまして、各田舎から若者が流出するのを防止するためにです

ね、各県で一定大規模な都市、ここを人口流出防止ダムとし、そこに若者がとどまるよう

に出来ればそれでいいではないかというような議論であります。 

 これをやられますと中山間地域は消滅をしてしまう。それを容認するということになり

かねません。中山間地域が日本の農業の４割を支えております。本県でいえば７割であり

ます。この４割の地域に若者が残らなくなってしまえば、日本人は飢えてしまうというこ

とになってしまうわけでありまして、そういう点からいって、中山間地域にも若者が残れ

る対策というのをこの人口減少対策さらには「地方創生」の議論の中でしっかり講じて頂

くということが非常に重要だとそのように考えております。 
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 こういうことなかなかですね、都会の方々に言ってもわかりにくいところがございます

のでこれは中四国の各県結束をしてですね、この点具体的に積極的に訴えていくというこ

とが非常に重要だと考えております。こういう点、ぜひまたいわゆる中四国で連携をとっ

て取り組みを進めさせて頂きたいと思います。またよろしくお願いを申し上げます。 

 またそういう中、ひとつご紹介でありますが、今日四経連の常盤会長もおいでになって

おられますが、今月 12 日にですね、四国４県と四国経済連合会で「四国少子化対策会

議」というものが立ち上がる予定でございます。官民共同でですね、またその地域地域に

おきましても、その少子化対策しっかり進めていきたいと、そうすべきであろうと、そう

いうことでありまして、ぜひともに取り組みを進めさせて頂きたいと思います。よろしく

お願い申し上げます。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。この点、常盤会長さんよろしゅうございますか。 

 

○常盤四国経済連合会会長 

 今、尾﨑知事が仰ったように、会議を設立したいと思っております。 

 少子化・人口減少問題というのは、やはり地方が共通して抱える問題だと思っておりま

す。特に、若者の域外流出抑制という観点からは、東京一極集中の是正が欠かせないの

で、中四国地域が一体となって、このことを国に訴えていくべきだと思っております。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。 

 今、常盤会長さんからは、四国の取組みとして、尾﨑知事さんが言われました「四国少

子化対策会議」、これは行政だけでは、もう少子化はとめられない、やはり経済界、行政

一体となって進めていこうと、今月の 12 日に初開催となるところでありますが、こうし

た点も四国だけではなくて、中四国で取り組んだらどうだろうか、お話を頂いたところで

ありますので、まずこの点について、中国の知事会の会長である平井知事さん、まずいか

がでしょうか。 

 

○平井鳥取県知事 

 まず、先般ですね、尾﨑知事におかれては、山田知事会長と一緒に、総理の方に少子化

の緊急事態宣言をお持ち頂き、確たる成果を今、上げておられますことを、感謝を申しあ

げたいと思います。 

 今日から始まる新内閣の一つの大きなテーマは「地方創生」ということであります。そ

れを今までの人口流出をひっくり返していかなければならない。キーワードになるのは少

子化対策であり、IJU ターンなど人口の逆移動を起こすことだと思います。そういう意味

で少子化対策は、十分、私共、地域としても連帯してやっていかなければならないことだ

ろうと思います。いずれ、山下会長とか、あるいは各県の知事さんとも相談をさせて頂い

て、どういう連携が四国側とできるのか、今後、また協議をさせて頂きたいと思います。 

 また、併せて自由度の高い少子化対策の交付金を国から引き出すなど、我々レベルでで
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すね、各県あるいは市町村の動きやすい制度を国に求めていく。これも当面の重要課題で

はないかなと思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 ありがとうございます。 

 今、平井知事さんからもお話がありましたように、昨年、全国知事会では尾﨑知事さん

に次世代育成支援対策ＰＴの座長をやって頂きまして、国に対して少子化対応を本格的に

やらなくてはいけないと、今ご紹介のあった、自由度の高い交付金、これを引き出すこと

ができたところでありまして、これからは本格的に、このロットも大きくする。使い勝手

も良くすると、これが大きな方向となるというお話になります。この点につきまして、中

経連の山下会長さんからも一言頂ければと思いますが、今後の方向性などについていかが

でしょうか。 

 

○山下中国経済連合会会長 

 ありがとうございます。 

 当連合会は、昨年の３月に、実は中国地方における人口の社会減抑制のための移住定住

促進方策に関する調査を行いまして、その中で少子化対策についても調査をし、提言をし

てきたところであります。７月に全国知事会で少子化非常事態宣言というので、遅きに失

した感はありますが、我々経済界としても大歓迎でございまして。そういう意味で我々

は、中国地方としても当連合会としても人口減少課題解決の先進地域になりたいと、人口

減少先進地域では無くて、課題解決の先進地域になりたいと意気込んでおるわけでありま

す。 

 今、平井知事の方からも、四経連の､四国の取り組みについて聞かせて頂きまして、我

々も本当に大賛成でございまして、大変ありがたい提案だと思っております。一つよろし

くお願い致します。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございました。 

 この中四国における人口減少、もっと言いますと中四国で、この課題が解決でなければ

日本の未来は無いといっても過言ではないと、いうことになると思います。しかも中四国

サミットの一番のメリットというのは、知事だけではなくて、それぞれの経済界の代表が

入っておられるということですので、ここで決まれば、そうした方向性が速やかに進んで

いくということであります。 

 今回、四国で取り組む「四国少子化対策会議」、一つの形でありますが、中国地方でも

それぞれご検討を進められ、そして課題解決の地域をめざしていくのだと、山下会長さん

からもございました。 

 そこで皆様方に方向性をお諮りしたいと思いますが、中四国全体で行政と経済界が組ん

で少子化に対して、課題を解決する処方箋を出していくんだと、そして形としては四国の

場合は「四国少子化対策会議」というものがありますが、その後、中国でも進めて頂きま

して、中四国一帯としてこれを進めていくと、こうした方向性でよろしゅうございます
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か。 

 

  （「はい」という声） 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 常盤会長さんどうぞ。 

 

○常盤四国経済連合会会長 

 当会としても、中国側と情報連携を、密に行いたいと思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございます。 

 山下会長さんもよろしゅうございましょうか。 

 

○山下中国経済連合会会長 

 はい。結構でございます。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 それでは、新たに中四国がまさにこの人口減少問題、官民、特に行政と経済界一致結束

をして進めていくと、こうした方向性を今日定めさせて頂きたいと思います。 

 よろしくお願い致します。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 それでは次に４番目、広域観光に移りたいと存じます。 

 四経連からは、中四国地域が一体となった広域観光推進について、そして鳥取県と岡山

県からアンテナショップの連携について、ご提案を頂いております。また本県からは訪日

観光誘客対策について提案をさせて頂きたいと考えておりますので、ここから意見交換を

したいと存じます。 

 まず、四経連の常盤会長さんお願い致します。 

 

○常盤四国経済連合会会長 

 この４月から本四高速料金が全国共通料金制度に移行致しました。これは中四国間の広

域交流の拡大、中四国への観光客誘致の絶好のチャンスだと考えます。そのため現在、瀬

戸内海周辺の各県、また中経連、四経連などが「環瀬戸内海地域交流促進協議会」を設置

し、その具体的方策の検討を行っているところでございます。 

 冒頭、飯泉知事が仰ったように、今年はメモリアルの年でございますので、そういうこ

とも活かしながら、瀬戸内の自然、歴史文化、食の活用、本四三橋を介した連携イベント

など、交流促進策を進めて、活発な中四国の広域交流圏形成に向けて、官民挙げて取り組

みインバウンド客の増加につなげていきたいと考えています。 
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○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございました。 

 それでは平井知事さんお願い致します。 

 

○平井鳥取県知事 

 ただいまの常盤会長のご意見のように、インバウンドですね、色んな観光を引き込んで

くる。中四国は他の地域と比べて非常にその点が薄うございますので、重点課題としてや

るべきだと思います。 

 その一つの魅力となるのは、やはり物産だとか食べ物などの魅力だと思います。これ

を、是非連帯して訴えかけていければと思います。先ほど飯泉知事が平成 15 年に、徳島

県でこの中四国サミットを開いて以来だというお話がありましたが、私も思い出しました

が、当時、私も副知事で参加をさせて頂きました。その時に初めて徳島ラーメンというの

を飯泉知事にご馳走になって食べたわけでございますが、今日も行って来ましたけれど

も、あんなに珍しいラーメン他に無いと思います。しかもネギをタダで入れるのを見たこ

とはありますが、卵をタダでくれて、こういうものもあるんだなと。やはりこの辺に色ん

な出会いと喜びがあるんだろうと思います。 

 そんなことから考えまして、この度、岡山県と鳥取県で共同でアンテナショップを新橋

に開設をすることになりました。実は鳥取県は従来、これも小規模のショップを持ってお

りましたが、隣がスターバックスで居心地が悪いこともございまして、この度、撤退をし

て岡山県と一緒にお店を作るということになりました。 

 そうすると、目の前に香川県のお店があり、愛媛県のお店がありまして、その瀬戸内の

ショップとちょうどコラボレーションもやりとりやすくなりました。早速、開設をする 9

月 28 日でございますが、それぞれのショップで 1,000 円ずつ買って貰うと、プレゼント

をあげますというような、そういうセールをやろうということで、浜田知事、上甲愛媛県

特別参与のご理解も得て、進めさせて頂いております。 

 本当は中四国全域で束になって売り出さなければならないと思います。おそらくこれか

ら、年度が変わる頃には、北陸を中心として東京のメディアがそちらに集中する可能性が

あります。むしろ中四国の顔を見せる、そんな意味でもアンテナショップを活用してはい

かがかと思っておりますので、ご検討頂ければと思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい、ありがとうございました。両県でアンテナショップを出されるということですか

ら、鳥取県だけではいけませんね、伊原木知事さんどうぞ。 

 

○伊原木岡山県知事 

 私が申し上げたいのは、平井知事の仰ることを是非実現してくださいということであり

ます。本当に２つの県で共同でアンテナショップを出すという、大変珍しいことであるわ

けですけれども、香川と愛媛で上手くいっていることもあり、是非我々も二例目として頑

張っていきたいと思っております。 

 また、たまたま立地が目の前でございますので、これから永遠のライバルとして胸を借
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りるつもりで常にはす向かいのお店をめざして頑張っていきたいと思っております。ま

た、こういう共同アンテナショップを作りましたので、これ以降、平井知事と個人的に喧

嘩をしてしまうと県と県の問題に発展してしまうということで是非仲良くさせて頂きたい

と思っております。 

 これまで岡山県だけがアンテナショップを持っておりませんで、ご迷惑をおかけしてい

たかもしれないですが、これで中四国全ての県でアンテナショップを持っているというこ

とですので、是非何か共同で、お互い紹介し合ったりお互いのお客様が別の所に行ってみ

たくなるような。これがスタンプラリーなのかイベントの紹介なのか、色々やれることは

あると思います。当然、面積が違ったり形態が違ったりして簡単ではないんですけれど

も、できるところから色々試して、盛り上げていきたいと思いますので、どうぞご検討よ

ろしくお願い致します。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございました。 

 こうなると度々名前が紹介されていますので、浜田知事、お願い致します。 

 

○浜田香川県知事 

 このアンテナショップの件、伊原木知事の提案に大賛成です。共通のセールも勿論です

が、表示の仕方とか、９県で共通してやっている、取り組んでいるということを示すのに

は、色んなやり方があると思います。私も関心があるので、愛媛、香川の共同アンテナシ

ョップは、上京するとちょくちょく行くのですが、高知や広島のアンテナショップなど、

新しいところほど凄いのが出てくると感じています。ただ、伊原木知事が言われたたよう

に、鳥取と岡山の店に行った方が、すぐ目の前にある愛媛、香川の店に行くというのは、

宣伝すればすぐ来てくれると思います。その逆もそうですから、その広がりを９県全体に

広げていって、共通のシンボルマークとか地図とか、あるいは季節ごとのセールとか、平

井知事仰るように、北陸に目を向けがちな所を、中四国全体一体となって取り組んでいく

という意味で、知事だけが言うのではなく、具体的なワーキングのようなものを９県で一

度持ち寄ってみてはどうかと思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございました。それでは上甲特別参与。 

 

○上甲愛媛県特別参与 

 香川県知事さんが仰いました様に、非常に良いことだと思っております。特に岡山県と

鳥取県のアンテナショップは 88 ㎡のイベント等ができる催事場があるという風にお聞き

しております。せとうち旬彩館は 10 ㎡ぐらいの実演販売用のイベントスペースしかあり

ませんので、そういう意味では催事場を活用した４県連携みたいなものや、９県連携とい

うのが、私はできるのではないかと思っています。今、香川県と愛媛県の事務レベルでど

ういう催事ができるのか、協力ができるのか、連携ができるのかを詰めているということ

ですので、是非今言ったような方向性に沿って相乗効果が発揮できれば良いなと思ってい
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ますので、宜しくお願い致します。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございます。尾﨑知事さん。 

 

○尾﨑高知県知事 

 高知県のアンテナショップは銀座一丁目でありますから、ちょうど新橋の思いっきり反

対側ということでありますけれども。よい周遊ルートができる位置にあると思っておりま

す。銀座一丁目のうちのアンテナショップの周辺というのも、アンテナショップの激戦区

でもあり、隣は沖縄、茨城、それから福井、広島のアンテナショップも近くにあります。

それから確か徳島の経済界の出されているショップもあります。非常に近隣にも中四国で

も連携できる県の皆さんがいらっしゃるところです。近隣の県で固まって色んな共通のイ

ベントをやったりしているところなんですが、ちょうど位置的に銀座周遊ルートにもなる

ということで、連携ができるところがあると思います。是非一緒に取り組みさせて頂けれ

ばと思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。それでは、今、広島県の話題が出ましたので。 

 

○中下広島県副知事 

 今、お話に出ましたように、銀座一丁目に私共のショップを出しております。酒祭りイ

ベントなどエリアの中で色んな提携をしたイベントをやっておりまして、非常に相乗効果

が上がっておりますので、是非進めていって頂ければありがたいと思っております。た

だ、日本橋から有楽町、新橋と長い線上になっておりますので、そういうことも踏まえな

がら、上手く周遊できる方法を検討して頂ければと思っております。ありがとうございま

す。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

  小林副知事さん、どうぞ。 

 

○小林島根県副知事 

 島根県は日本橋にアンテナショップを出店しております。 

 中四国ということではないのですが、昨年三重県、奈良県のアンテナショップとスタン

プラリーをやらせて頂きました。伊勢神宮、出雲大社さんの遷宮ということで三重県さん

と、それから古事記の 1300 年ということで奈良県さんと、一定の観光の目標を持ち、か

つアンテナショップが近いということで、一緒にスタンプラリーをやらせて頂いて、一定

の効果が上がっております。先ほど地理的な問題があるという話がございましたが、中四

国の広域連携観光を進める意味でのスタンプラリーといったように、実務的にご検討頂け

たらと思います。以上です。 
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○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。では村岡知事さん。 

 

○村岡山口県知事 

 今の観光の話の前に、先ほどの少子化の関係で、経済界の方々と一緒になってという話

で、ご紹介差し上げたかったんですが。 

 先月、山口県で、子育て連盟というものを設立しました。構成団体として、県と市町

村、それから子育て関係の団体や経済界の皆さん大学、労働局などに入って頂いていま

す。先月立ち上げて、私もキャプテンということで、少子化対策を何とかしていこう、子

育てをしっかり支援していこうという思いでおります。 

 山口県も現在、人口が 140 万人を越えるくらいですけれども、2040 年は 107 万人程度

になるということであり、約 30 万人減ると言われていますが、その減る 30 万人というの

は、みんな生産年齢人口が減るんですね。高齢者人口のところはずっと 40 万人で変わら

ないということで、企業の皆さんもこれは何とかしないといけないという危機感が、特に

地元の企業さんには強くあるのかなと思います。 

 そうした中で、県内に西京銀行という銀行があるんですが、子育て支援の取り組みを一

生懸命されている銀行さんで、先日、その取り組みを紹介して貰ったんですが、育児事業

の取り組みが充実しています。子供にですね、１人目産むと５万円手当を出して、２人目

産むと 10 万円出して、３人目を生むとなんと 100 万円出すということをされています。

お話を聞いていると企業の方でも、働いている方々の家庭が幸せでないと良い仕事ができ

ない、だからこうやるんだと、非常に素晴らしいお考えでされています。 

 ですから、企業の方も、少子化問題というのはこれから先の事業を考えた上で大変重要

な問題だという風に捉えておられます。そういった意味で少子化問題は、官だけじゃなく

て社会総掛かりでやらなくてはならない問題でありまして、そうした認識が、先般の日本

創成会議の中間とりまとめだと思いますし、国の方でも、色々と尾﨑知事にお取り組み頂

いて、非常に機運高まっておりますので、大きなチャンス、知事会でもラストチャンスと

言っておりましたが、そういう機運自体が非常に広がっていると思いますから、先ほどの

話で、中国四国の方で一体となった取り組みを進めていくということは、山口県としても

賛成したいと思います。 

 それから、アンテナショップの関係ですね、各県非常に取り組みが進んでいて、我々も

一生懸命、勉強しながらやっています。山口県のアンテナショップは日本橋にあるんです

けれども、なかなか分かりづらい場所にあるなど色々課題があって、今、まさに検討して

いるところであります。食べ物というのは皆好きですから、これで皆さんが共通で連携し

ながら、色々な打ち出し方をしていくと、中国四国の全体のイメージアップや、効果があ

ると思っておりますので、各県の皆様方の取り組みをしっかりと勉強させて頂きながら、

中四国で上手く連携をして発信ができるといいかなと思います。 

 山口県もふぐとか、そういうイメージがありますが、それ以外も色々と美味しいものが

あるんですけれども、一つずつが小粒だったりするもんですから、これが単県ではなく、

中国地方、中四国地方などそういった圏域での食のイメージが出来ればですね、非常に大

きな力になると思っておりますので、是非連携をさせて頂きたいと思っております。よろ
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しくお願い致します。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございました。 

 今、各県のアンテナショップの話が出ましたので、私も一つご紹介しておきますと、

今、尾﨑知事さんからご紹介頂きましたように、徳島では民間が立ち上げるものを、県と

して認証しておりまして、県が認証するアンテナショップというのが実は２つあります。

交通会館の１階にトモニという銀行グループが出店し、徳島県と香川県の特産品を販売す

る「トモニ市場」がありまして、これが第１号の認証店です。有楽町の駅前です。それか

ら、第２号が商工会連合会の皆さんが銀座一丁目に「ええもんあるでぇ徳島」という形で

開いております。これを２号店として。県の直営としては全国初ローソンと組む形で、虎

ノ門の巴町店。それから飯田橋の駅すぐの三丁目店と。 

 そういう形でいきますと、日本橋からずっと飯田橋さらには、虎ノ門、銀座、新橋と。

これが実は中四国の皆さん方と組んだエリアとなるところでありますので、それぞれから

ご発言がありましたように、なんといっても日本海、瀬戸内海、太平洋、紀伊水道、豊後

水道まで持つ中四国でありますので、是非、先ほどはスタンプラリーというお話もありま

したが、実はこの中から６県がメンバーに入っている、湯﨑知事さんが立ち上げを宣言さ

れた「瀬戸内ブランド推進連合」の中でも、パスポートをお互いで交換したらどうだろう

か。例えばうどんのパスポートが香川県にありますし、徳島もおどる宝島パスポートがあ

りますし、愛媛県にもあるということで、こうした点も提案をさせて頂いておりますの

で、今日そのキックオフとしてこれを全体の点から線、線から面へという形での共同を進

めていくという形でよろしゅうございましょうか。 

 

  （「はい」という声） 

 

 ありがとうございます。 

 それでは新たに、今度は面として勝負を東京の地でかけていきたいと思います。よろし

くお願い致します。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 そして私から、一点ご提案であります、いよいよ東京オリンピックに向けまして海外か

ら、特に今まで 1000 万人しかインバウンドがいなかったものを、ようやく昨年でありま

すが、2020 年には 2000 万人と、国が方向性を示しているところであります。 

 徳島県でも東アジア、東南アジアの誘客を進めようとしているところではありますが、

よくよく分析をしてみますと、このうち香港、台湾、そして韓国、シンガポール、ここの

皆さん方というのは、実はレンタカーで日本を観光する、こうした傾向が強いということ

であります。そして、北海道や中部地方におきましては、NEXCO とそれぞれの道県などが

連携致しまして、特に外国人の旅行客向けの高速道路料金の企画割引、これを実施してお

りまして、利用者が大変増加傾向にある、というリサーチも出ております。 

 そこで今年は、先ほど常盤会長さんもお話がありましたように、本四高速全国共通料金
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になった、これを契機と捉えまして、四国地方と中国地方を周遊観光する、特に海外の皆

様方に対しての利便性を向上させようということで、NEXCO の皆さん、あるいはレンタカ

ーの皆様方、本四高速もそうですけれども、さらには自治体関係者が連携をして高速道路

料金の企画割引、特に定額周遊プラン、これに取り組んではどうだろうかと。先ほどアン

テナショップの、お互いスタンプラリーというのもあった訳ではありますが、中四国全域

を対象とするスタンプラリーも面白いのではないかと思うところではあります。是非皆様

方にもご意見など頂きまして、前向きに取り組んでいければと思います。この点について

も全部含めていかがでしょうか。 

 はい。伊原木知事さん。 

 

○伊原木岡山県知事 

 全く大賛成でありまして、私、タイ、台湾、色々、岡山県のアピールに行くたびに、岡

山県だけでアピールしても響かないと感じます。それを先回りして、実際には、中国地方

でアピールしたり、瀬戸内海ということでアピールしたりするんですけど、観光に関して

特にインバウンド、海外からということでは、この一つずつの県は小さすぎます、お客様

からすれば。是非、広域観光ということで、色んな協力をしていきたいと思います。素晴

らしいと思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございました。 

 それでは、この周遊観光の点につきましても、皆様と共に進めていくという方向でよろ

しゅうございましょうか。 

 ありがとうございました。それでは、今日をキックオフとして中四国全域で進められれ

ばと思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 それでは、ご用意した最後のテーマとなります。地方産業競争力協議会についてであり

ます。高知県からご提案を頂いておりますので、まず尾﨑知事さんからお願いをします。 

 

○尾﨑高知県知事 

 はい。既にお配りさせて頂いておりますけれども、四国地方におきましても産業競争力

協議会におきまして、四国産業競争力強化戦略をとりまとめをさせて頂いております。 

 今、四国４県であと経済界の皆様と一緒にやらせて頂きながら、それぞれ連携をして実

施をしていくプロジェクトごとにリーダー県、サブリーダー県を定め、それぞれの取り組

みについて５Ｗ１Ｈ、こちらをはっきりさせて、工程表を作って、具体的に進めていく

と、そういう取り組みを進めさせて頂いておるところでございます。四国４県として、是

非、連携をさせて頂きながら、取り組みを進めさせて頂きたいと、そのように考える次第

であります。 

 そしてこれから「地方創生」、こちらが内閣の大きな課題となってくる、そしてこちら

について色んな議論がされていくことになろうかと思います。中四国連携して四国として
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の取り組みはこう、中国地方としての取り組みはこう、ということをよくよく国に理解を

頂いた上で、それぞれの政策展開を国においても図って頂くということが、非常に重要に

なってこようかと、そのように考えておるところでございまして、是非是非、各県、そし

て四国、そして中四国、それぞれの取り組みを、国に一体的に訴えていきたいと、そのよ

うに思っております。 

 先ほど申しあげたことと被ることでありますが、若干ですね、「地方創生」とかの議論

の中で、懸念をされる点がいくつかあって、先ほど申しあげた都会目線で見ていて、ちょ

っと地方の実情にあわないというところがあるという話を、先ほどは申し上げましたが、

その他にも関連することとして、２つ懸念される点があると思っています。 

 一つ、国は地方は何もやっていないという前提で、仕事をしようとしているんじゃない

かというところです。国の担当者なんかと話をしていまして、本当に知らないなと。それ

は仕方ないんです。その担当も四国４県のそれぞれのことまで勉強する時間っていうのも

ないでしょうから。ただ、何もしていない前提で彼らが政策を作るのと、やっていること

を後押ししようという姿勢で作るのでは、作り方にも違いがでてきますし、政策効果の実

態も違ってくるだろうと思われるわけでございまして。やはり国の皆様にも、是非是非、

地方が何をしているかということについて知ってもらうということは非常に重要だと思っ

ております。 

 それともう一つですね、若干懸念されるなと私思っておりますのは、いわゆる企業の戦

略と地方再生という形の戦略っていうのは相当違う物がありますので、いわゆる企業さん

においても、事業戦略と企業戦略というのは違いますように、さらにいえば、地域再生の

ための戦略というのは、また企業戦略とは違うところがある。ただ非常に企業戦略のアナ

ロジーによって、それを一つ例にとって、よく地方においても選択と集中をする必要があ

るなどというような議論をされることがありますが、これは私は違うと思うんですね。 

 例えば高知県、選択と集中をすべきである、カツオに絞るべきだ。などといっても成り

立つわけがありません。75 万人の人がそれぞれの課題を抱えています。それぞれが企業

さんが、それぞれ自分達の選択と集中をする中で、それぞれ異なる課題を抱えておるわけ

であります。製品力に課題があるところ、流通というところに課題があるところ。さらに

いえば販売力そのものに課題があるところ。色んな課題を抱えている多様な人達のニーズ

に応えてこそ、全体としての地域の再生というのが成る、ということであります。 

 でありますので、その色々いわれる議論の中で、地域の再生とはどういうことなのか、

その必要な総合的に取り組むべきメニューっていうのはどういうことなのか。これは実際

に地域の再生に向けて全力で取り組んでいる人達でなければ分からないことだろうと、そ

のように思ってます。 

 色んな意味において、地方がこの「地方創生」の仕事に対して、しっかりと声を上げ

て、地方のやっていること、地方の本当の問題点、そういうものを伝えていくことが重要

だと思いますので、この中四国の枠組みの中でも是非結束して色んな訴えを今後させて頂

きたいと思います。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。それでは、浜田知事さんどうぞ。 
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○浜田香川県知事 

 はい。ありがとうございます。 

 さっきの人口減少問題にも関連するのですが、「地方創生」ということについて、一つ

具体的にいうと、私が必要だと思うのは、地方の大学の充実強化であります。知の拠点で

あるべき各大学が、特に私立の大学が少ないような所では、国立大学法人がしっかりして

欲しいというか、頑張って欲しいと思っています。全体の年少人口が減少している中で、

文科省の改革の方向というのが何となく、絞り込んでしまうようになっていると思います

が、これは本当は逆で、地方国立大学法人をもっと充実強化するような、アメリカとか欧

米の例を見ていると、地方に素晴らしい大学がいっぱいあるわけでありまして、それと比

較すると日本は旧七帝大というようなところに集中してしまっているように感じてしまい

ます。地域の大学の規模の強化というようなことを、７月の佐賀での知事会でも、私ちょ

っと申しまして、全体の人口減少の中の話として折り込んで頂きましたけれども、それぞ

れ各県ごとに少しずつ状況は違うかも知れませんが、若者が大学進学でいったん東京に出

て行ってしまうと、雇用の場を確保しても、戻ってこないので、若者の流出を止められる

ような魅力ある大学になるようにするという観点でも、検討していくことが必要なのでは

ないかと思っています。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございました。 

 それぞれ都市目線から、中山間地域、また、地方目線ということで、これは大変重要な

点であります。先ほど山下中経連会長さんが仰ったように、やはり課題として中四国、こ

の産業競争力といった点では非常に重要な地域となるところでありますので、中四国で上

手くいかなければ、おそらく日本全体で上手くいくわけはありませんので。そうした処方

箋のきっかけ、こうしたところを、逆に中四国から打ち出していくということは重要では

ないかなと。今お二人の知事さんからの着眼点、これは重要なことと思いますので、こう

した点について、今度は中国の方の産業競争力協議会の会長を務めて頂いております、平

井知事さんからいかがでしょうか。 

 

○平井鳥取県知事 

 はい、中国地方では５県で、今日は山下会長もお見えですが、経済界だとか、街の人達

も含めて、完全に知事会主導でさせて頂きまして、成長戦略を練らさせて頂きました。資

料３の方にございますけれども、具体的に医療関係のクラスターを作ろうとか、あるいは

航空産業がどうだとか、また Ruby といわれるようなソフトウェア言語を使ってビジネス

が出来ないだろうか、あるいは、六次産業化、インバウンド観光、伝統産業、そういうも

のを創造していこうと、具体的なプロジェクトを作りました。 

 そのためには、インフラ整備や人材育成、さらには中小企業の活力を向上させるような

政策が必要だと、国の方にも出させて頂きました。尾﨑知事とも一緒になりまして、甘利

大臣や小泉政務官の成長戦略会議のヒアリングに臨みました。ただ、残念なのが、それが

全然使われないのですね。これは一体何だろうかという風に思います。 
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 今日を契機に新しい「地方創生」、「まち・ひと・しごと」づくりの体制ができ、内閣

の最重要課題になるはずであります。いわば「地方創生」という発心のお遍路に今日から

出るのでしょうから、我々としても新しい旅の中で、我々の地域の実情を踏まえた経済戦

略や地域戦略を狙えるように、国に積極的に働きかけなければならないと思います。 

 例えば、中央分権改革に基づいて提案制度というのがありましたが、８割方は蹴り返さ

れているという、とんでもない状況でありますし、国家戦略特区ができたのはいいのです

が、第一指定で出来たのは大都市ばっかりでございまして、中四国はどこにいるのだとい

うことであります。 

 やはりですね、もう一度その地方を基軸においた政策の立案体制、これを新しい内閣の

中で早急に作ってもらう必要があるだろうという風に思います。そんな意味で、今、浜田

知事が仰ったような、大学の地方分散は、大事な課題だと思います。また法人税を、地方

部は大都市部と違って進出してくる場合には軽減をするということがあってもいいのでは

ないだろうか。また、中央省庁はなかなか地方に出てこないですが、政府機関の研究開発

の機関であれば、地方分散が可能ではないだろうか。 

 具体的な戦略を持って、我々も「地方創生」の動きを、今日から国に訴えかける必要が

あると思います。今日はターニングポイントでありますので、是非、中四国各県で合意を

得て地方の経済戦略、あるいは地域戦略に国が耳を傾けるように、あいくちを突きつけて

いく必要があると思います。 

 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございました。 

 中国地方の知事さん方いかがでしょうか。はい。伊原木知事さん。 

 

○伊原木岡山県知事 

 まだ、ちょっと時間がありそうですので。 

 今の本当に平井知事の仰るとおりでありまして、私、これまで育ってきた時には、色ん

なものを分けて、役割分担をはっきりさせるというのが、国の正しい方向だ、成長だと信

じていた方の人間なんです。例えば町でいえば、ゾーニングをして、ここは商業ゾーン、

ここはオフィスゾーン、で郊外に住宅ゾーンがあって、っていう。それが実はあまり上手

くいかないということが分かってきて、そういった機能を混ぜる方がいいでしょうとい

う、町作りも随分方向が変わってきました。あと、例えば家族も切り分けて、核家族を集

合住宅に入れるのがいいでしょう、老人の人は固まって住むのがいいでしょう、東京は知

の拠点としてそこで大学も集める、そこで世界と戦える会社を集めて、そこで上がる税収

をごめんなさいねということで地方に配ると、これが、なかなか効率的なんじゃないでし

ょうかということできたんだと思うんですけれども、それが色んな所で上手くいかなくな

っている。 

 核家族じゃなくて、おじいちゃんと一緒に住んでいることで、子育ても上手くいってい

るよねとか、各地域であまり一つのもの、カツオに特化する、みたいな。何か企業城下町

になってしまうと非常にもろいよねという。一つの地域が色んな要素をもって、お互いに
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有機的にしていく方が本当は強いよねっていう、そういう方向に戻っていくのであれば、

先ほどの平井知事が仰ったように、私 20 年ぐらい前であれば、東京と地方で法人税率を

変えろっていう訴えはちょっと極端だなとか、多分賛成しなかったと思うんですけれど

も、今、実際に岡山でこういう立場で仕事をしていると、法人税率、私、変えるべきだと

最近思ってきています。東京の方はあまりにも人が多すぎて、非常に皆、苦労している。

地方の方は人が足りなくて元気がないといっているわけですから。是非分散させるような

インセンティブをもっと強力に作らなければいけないと思っています。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございます。村岡知事さんどうぞ。 

 

○村岡山口県知事 

 はい。ありがとうございます。 

 やはり今回、中国地方をはじめ地方でもそれぞれ経済界を巻き込んで戦略を作ったわけ

でございます。これはそれぞれの地域の強みをしっかりと踏まえた上で、圏域としての目

指すべき方向を出したわけでありますから、国にはしっかりとこれと向き合って欲しいと

思います。このような場を作って終わり、というわけではなくて、しっかりと国の方から

の打ち返しなり、こちらからのコミュニケーションをしっかりと出来るような形にしてい

かなければいけないと思いますから、そこは強く言っていくべきだと思います。 

 特に、若者の人口の減少といいますと、若い人達、大学に行くような子達をちゃんと地

元に残していくことが必要だと思いますから、大学を地方に分散するですとか、企業を地

方に持ってくるというようなことを国としてしっかりと方向性を出して欲しいと思いま

す。 

 平井知事も仰った、国の機関の地方への分散もそうだと思いますし、この地方同士が、

例えば我々も企業誘致一生懸命やっていますし、色々なことをやっていますけれども、そ

れぞれが資源をどんどん投入して、過当競争をするのではなくて、国の方で大きな方向性

として、東京にある色々なものを分散させていくというような、方向性を出して貰うとい

うことが必要ではないかと思います。そういう意味ではそれぞれの地域として目指すべき

方向性、これは、それぞれの地方でしっかり考えるべきだけれども、大きな東京の機能の

分散、これは国の方ですね、地方がそれぞれ競ってどうするということではなくて、大き

な方向性を出して少子化、人口減少の大きな課題であり、そして東京にとってもこれは大

きな課題であるわけではありますから、この方向性はしっかりと出して欲しいと、そうい

った働きかけをしていく必要があると思っております。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございました。 

 今、お話がありましたように、例えば、この税、伊原木知事さんからもお話がありまし

たが、ちょうど国を挙げて法人税の実効税率を下げようという話があるんですね。そこ

で、外形標準課税を、例えば賦課していくことによって、地方の財源をという話もある中

で、やはり、東京一極集中しやすいような分割基準などの法人税、東京有利となっていた



 - 27 -

わけですけど、これをこの機会に変えていくことによって「地方創生」が出来るというよ

うなことが、どんどん進むんじゃないかと。今まで、一国二制度、ダブルスタンダードっ

ていうのは、まかりならんと、やったとしても沖縄か奄美か北海道といわれていたんです

けどね。これからは東京とそれ以外という形。おそらく、尾﨑知事さんは、都市目線では

という話がありましたから、例えば、愛知県とかあるいは神奈川、大阪、ここも少し別か

なというのもあるかもしれませんが、そういった形でこの国の制度を新たに変える、今チ

ャンスじゃないかと思います。 

 伊原木知事さんが仰った「地方創生相」は石破さんが大臣になられるわけであります

が、いよいよ今日からスタートとなるわけでありますから、まさに中四国で、この施策が

上手くいくかいかないか、これが上手くいかなければ、先ほど申しあげたように、日本全

体が上手くいくわけがないところでありますので、ここのところは、緊急アピールという

のは用意してなかったところでありますが、ちょうど地方創生大臣が誕生する、そしてい

よいよ国がそれに舵を切るんだというその日でありますので、中四国が何も出さないとい

うことはないだろうと。 

 先ほど中身としては、尾﨑知事さんから出た、あくまでも国は大都市目線になってしま

っている、交付金を作って地方に任せるのはどうだろうか、こうなっちゃうわけですね。

地方に任せるんだとなれば、自由度の高い交付金を作って、どんどん基金を作る、その地

域で考えて出してきてくれと、それで施策のコンペしようではないかと、こういうのが普

通のパターンなんですね。あるいは、浜田知事さんが仰ったように、大学も旧国立といわ

れる、今は国の国立大学法人になっておりますが、ここは縮小するんだと、例えば四国５

大学、旧国立があるわけですけれども、これについては逆に一つでいいという話になって

いるんですね、そうした点を考えると、逆じゃないかということをいうのは、今であろう

ということであります。先ほどの税制はまさにその象徴となるところでありますので、も

し皆様方よろしければ、それぞれご提案がある、また四国中国それぞれの産業競争力協議

会の中で、色々出したものが殆ど採用されていない、平井知事さんからもありましたの

で、これをとりまとめて緊急アピールとして、「地方創生」こうあるべきというものを中

四国サミットから出したらどうかと思うのですが、いかがでしょうか。 

 

  （「賛成」という声） 

 

 ありがとうございます。それではこの中身につきましては、すぐに各県に投げたいと思

います。中経連、それから四経連にも投げたいと思いますので、極力早くとりまとめさせ

て頂いて、そして今回の一連のものと一緒に持って行ければと思いますので、その点につ

いてもお諮りをしたいと思います。 

 それでは緊急アピールを出すということを、ここで決しさせて頂いてよろしゅうござい

ましょうか。 

 

  （「異議なし」という声） 

 

 ありがとうございました。それではそのように計らいたいと思います。 
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 それでは以上、予定をしておりました議案は終了となったところでございますが、報告

事項が少しありますのでよろしくお願い致します。 

 

○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 それではお手元の資料５、「共同イベント中四国文化の集いについて」という資料をお

配りしております。中四国９県では、文化交流を実施しておりまして、昨年９月には高知

県で開催されました。裏面をご覧頂ければと思いますが、本年 11 月には島根県で開催の

予定となっております。内容につきましては資料のとおりでございます。どうぞよろしく

お願い申し上げます。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 この点について、皆様方ご質問などございますでしょうか。あるいはアピールとかあり

ましたら受け付けたいと存じますが。それでは、小林副知事さん。 

 

○小林島根県副知事 

 ご覧のとおりであります。11 月に松江で開催させて頂きます。開催地として、しっか

りアピールしていきますので、是非皆様のお越しをお待ちしております。 

 ありがとうございます。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 はい。ありがとうございます。よろしくお願い致します。 

 それではよろしゅうございますか。それでは、報告事項は以上とさせて頂きます。それ

では最後に次期開催について、皆様方にお諮りを致したいと存じます。順番で参ります

と、次は山口県となるわけでありますが、村岡知事さんいかがでしょうか。 

 よろしいですか。また皆様方もよろしゅうございますか。 

 

  （「異議なし」という声） 

 

 それでは、次回は山口県とさせて頂きますので、ここで村岡知事さんから一言ご挨拶を

よろしくお願い致します。 

 

○村岡山口県知事 

 今日は初めて参加させて頂きましたけれども、大変有意義な議論で新しい方向性も出て

素晴らしい会議だったと思います。次回引き受けさせて頂きます。しっかりと務めさせて

頂きますのでよろしくお願いします。 

 ちなみに来年は、大河ドラマ「花燃ゆ」ということで、吉田松陰先生の妹の文が主人公

であります。山口県を舞台にして大河ドラマが放映されますが、これは昭和 52 年に「花

神」という、司馬遼太郎先生作の大村益次郎を描いた大河ドラマがあったんですが、それ

以来 38 年ぶりに山口県を舞台にということになっております。そういったことで来年山

口県が盛り上がっている中でお迎えができると思いますので。どうぞお楽しみにして頂き
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たいと思います。よろしく願いします。 

 

○議長（飯泉徳島県知事） 

 ありがとうございました。 

 それでは以上をもちまして本日の中四国サミット、会議終了とさせて頂きます。皆様方

からは大変タイムリーなご提言を頂いたところであります。しかも、ちょうど時が内閣改

造その日ということもあります。また、地方重視という形にもなっているところでありま

すので、是非、この中四国から日本全体の色々な課題、これを解決する処方箋を、そして

課題解決のエリアは中四国である、このようにいわれますように、皆様と共にこれからも

進めていければと思います。本日はご協力方どうもありがとうございました。心から感謝

を申し上げます。 

 それではこの後、会場を変えまして記者会見に移りたいと存じます。 

 

○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 ありがとうございました。記者会見は、この会場から右側に出て頂きまして、すぐ隣の

部屋となっております。よろしくお願い申し上げます。 

 机上にすだちくんのマスコットを置かせて頂いておりますので、記念にお持ち帰り頂け

ればと思います。 

 どうぞ最後もよろしくお願い申し上げます。 

 本日は、どうもありがとうございました。 
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第２４回中四国サミット共同記者会見録 

 

日時：平成２６年９月３日（水）15:40～15:50 

場所：徳島グランヴィリオホテル「エメラルド」 

 

○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 皆様、お揃いになりましたので、ただ今から共同記者会見を始めさせて頂きます。お手

元に本日採択されました共同アピールをお配りしておりますので、ご確認ください。ま

た、先ほどの会議の中で急遽追加して、共同アピールをするということが決まりました。

飯泉知事の方からご説明をお願いできたらと思います。 

 

○飯泉徳島県知事 

 はい。まず、資料の１と２、この２つのアピールについては、先ほどの会議であったと

おりであります。そして３つ目のアピールといたしまして、今日内閣改造が行われ、そし

て、地方創生大臣が誕生する。そして、これから国におきましても、平成 27 年度概算要

求基準で、人口減少であるとか地方の活性化、これをテーマとして４兆円の特別枠が作ら

れる。 

 そうなって参りますと、この人口減少問題、長らく取り組んで参りました、中四国地域

から政策提言をしなければ、やはり日本の再生はないのではないかということで、各知事

さん方、また、この中四国サミットは他のブロックの知事会とは違いまして、中経連、四

経連、その会長さんが入っておられるという、非常に特色のある会議でもありますので、

我々、中四国サミットの方から、３番目の政策提言、これをとりまとめさせて頂くことに

しました。 

 その方向性につきましては、皆様方ご議論をお聞き頂いたとおりです。つまり、大都市

目線ではなくて、あくまでも地方目線で取り組まなければならない。また、そうしたもの

の中から、地方の自由度、つまり地方はこれまで、多くの仕事をやってきているんだと、

こうした観点で取り組んで貰いたい。また、大学などについても、縮小均衡ではなくて、

地方を盛り上げていく為には、まさに知の拠点が今こそ必要なんだといった点。また法人

税制、大きな改革がなされてくるにあたってダブルスタンダード、つまり、例えば東京が

３％、でも地方の場合は８％減税になると。こうした点などについて、やはり提言をこの

際していこうということでありますので、こうした点について、さらに地方産業競争力協

議会、それぞれ、中国、四国のブロックにおいて提案を出しているところでありますが、

なかなか国がこうしたものを取り上げてくれていないと、こうしたものを含める形で、提

言をとりまとめさせて頂き、ここにはもちろん、両経済界のご意見も頂く中でとりまと

め、そして他の提言とともになるべく早く、政府の方にお持ちをしたいと考えておりま

す。これが３番目の提言ということですので、よろしくお願いいたします。 

 

○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 ありがとうございました。それではこれから質問をお受けしたいと思います。質問に際
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しましては、社名とお名前、それから発言をして頂きたい方をご指名の上、質問をして頂

きますように、よろしくお願いいたします。それではどうぞよろしくお願いいたします。 

 はい、どうぞ。 

 

○徳島新聞 

 徳島新聞の藤田と申します。本日採択されました共同アピールの中の豪雨に関するもの

につきまして１点質問させて頂きます。飯泉知事の方からご回答頂ければと思います。今

回の災害について複合災害という捉え方をされてですね、この中四国サミットで急遽アピ

ールを採択されたその意義について、もう一度お願いします。 

 

○飯泉徳島県知事 

 はい。我々徳島県、そして高知県と、この台風 12 号、11 号が連続で襲うと、そして、

その後には京都府、兵庫県さらには広島県と、まさに、国が８月豪雨災害というように、

一連の災害となったんですね。 

 しかし、もう１つ我々忘れてはいけないのは、ちょうど台風 12 号、11 号、特に 11 号

の最中に東北地方で大きな地震があったと、こうした、これからは台風が複数で、あるい

は台風が来ている時に地震が起きる、あるいは集中豪雨がある、また、地球温暖化でスー

パー台風という概念が出てくるところでありましてね。やはり従来、国の方では台風 11

号と 12 号だったら、それぞれに切り分けて激甚災害の指定をする、あるいは災害救助法

の適用をすると、そして災害復旧という概念だったんですね。 

 しかしそうしたものではなく、これからは複合で災害が起こるんだ、となって参ります

と、当然、激甚の指定、あるいは災害救助法の適用についても、例えば床上浸水を何戸ど

う見るかと、そのカウントなどについても一連のものとしてカウントをする。やはり、タ

イムリーに新たな概念を打ち出していかなければ、なかなか復旧が進まない。 

 そして、国土強靱化という観点の中では、同じ台風あるいは同じような気象状況が起こ

った場合には、二度と同じ被災は受けないということがなければ、県民の皆さんあるいは

国民の皆さんにとっての安全・安心は保たれないということがありますので、今回ちょう

どこの被災といったものが、まさに中四国エリアということでありましたので、この中四

国サミットにおいて、緊急アピールをしていきたいということです。 

 

○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 他にございませんでしょうか。それではよろしいでしょうか。はい。 

 

○山陽新聞社  

 岡山県山陽新聞社と申します。伊原木知事と浜田知事に伺いたいと思います。３つ目の

アピールということで、地方の創生に関する内容を盛り込むという運びになりました。こ

の意義につきまして、伊原木知事と浜田知事それぞれのご所感をお伺いしたいと思いま

す。 

 

○伊原木岡山県知事 
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 この地方の創生ということは、これまでも言われてきたわけではありますけれども、実

際には東京を見れば努力は結果に結びついていなかったわけであります。今回日本創成会

議の増田元総務大臣の指摘で東京一極集中と少子化の問題は密接に関連していると、いう

ことが一般の方にも強烈に印象づけられたわけであります。この機会をこの捕まえて我々

が主体的に動いていくと。それもこのそれぞれの市町村ですとか各県がばらばらに対応す

るのではなく、広域的に連携をして地方から主体的に動いていくということは大変意義深

いことであろうと思っています。今回もこの様な動きが中四国という枠組みからも出て来

たと、いうのは大変心強いことでありますし。心強いというのは我々今回非常に良い動き

ができたと考えています。 

 

○浜田香川県知事 

 はい。まさに飯泉知事が仰ったように、この内閣改造の当日、地方創生担当大臣が新設

されるというその日に、我々中四国、経済界の皆さんと一緒になって、このアピールを出

すということは本当に意義のあることだと思いますし、その中身としても今日の議論で出

ましたように、都市目線といいますか、もっと違う表現でいえば上から目線みたいなもの

ではなくて、地方からの発信また発案を中四国が一体となってやるという意義は非常にあ

ると思います。また具体的なものをどんどんこちらから提案していかないと、単にばらま

き的なものになってはいけないというのは当然であります。産業競争力協議会ともかなり

オーバーラップしているところは、平井知事からもお話があったんですけれどもこういっ

たものが活用されないで次にまた飛びつくようなことではいけないと思います。また高知

の尾﨑知事が仰っておりましたけれども、実状を知らないまま、東京で机上のプランを組

まれることのないように、中国四国から情報発信していくということが、非常に重要なこ

とだと思っております。以上です。 

 

○司会（妹尾徳島県政策創造部長） 

 他にございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、これをもちまして第 24 回中四国サミット共同記者会見を終了させて頂きま

す。 

 どうもありがとうございました。 

 

 事務連絡ではございますが、この後、瀬戸内ブランドの取り組みに関する共同記者会見

を行います。この記者会見に引き続き出席される飯泉知事、浜田香川県知事、伊原木岡山

県知事におかれましては、控室の方にご移動頂きますようよろしくお願い申しあげます。 

 また、マスコミの皆様におかれましては準備が整うまでしばらくお待ち頂ければと思い

ます。会場はこの会場でございます。 


